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平成２４年　　アクションプランの実施内容報告

平成24年12月18日



内容

5日 志々を元気にする会準備会開催

12日

第１回志々を元気にする会開催
　　会議内容
　　・水源地域ビジョンについて
　　・ポピー祭に向けて
　　・今後の進め方について

23日 第21回東三瓶ポピー祭実行委員会開催

30日 国・町による維持管理協定締結（先行アクションプラン１　河川と道路の景観保全活動）

３１日
第２回志々を元気にする会開催
　会議内容
　　・先行アクションプランの年間計画について

2日 志々の景観を守り育てる会除草（先行アクションプラン１　河川と道路の景観保全活動）

9日 上下流交流ダム見学会（追加アクションプラン　広域的な連携検討）

10日
第２１回ポピー祭開催（先行アクションプラン１０　ポピー祭・コスモス祭の開催）
フォトコンテスト作品募集（先行アクションプラン１３フォトコンテストの開催）

4日 志々の景観を守り育てる会除草（先行アクションプラン１　河川と道路の景観保全活動）

8日
水生生物調査開催（先行アクションプラン４　水生生物による簡易水質調査の実施）
地域懇談会開催（先行アクションプラン７　地域懇談会の開催）

3日
第３回志々を元気にする会開催
　・先行アクションプランの進捗状況について
　・コスモス祭について

7日 第22回東三瓶コスモス祭実行委員会開催

１０月 14日 第22回東三瓶コスモス祭開催（先行アクションプラン１０　ポピー祭・コスモス祭の開催）

3日 紅葉祭り開催に併せて企業CSRによる植樹等（先行アクションプラン１　河川と道路の景観保全活動）

5日 彩りの森ライトアップ開始（先行アクションプラン３　彩りの森をライトアップ）

9日 ダムライトアップ（先行アクションプラン３　彩りの森をライトアップ）

10日 ダムライトアップ（先行アクションプラン３　彩りの森をライトアップ）

27日 彩りの森ライトアップ終了（先行アクションプラン３　彩りの森をライトアップ）

1日 家庭の味祭り開催（先行アクションプラン８　食文化伝承レシピの作成）

6日

第４回志々を元気にする会開催
　・先行アクションプランの進捗状況について
　・来年度のアクションプランについて
　・アクションプランの広報について

平成24年度活動状況一覧

９月

１１月

１２月

日付

４月

５月

６月

８月

平成２４年 活動内容取りまとめ

平成２４年の課題と対策（案）

1. 水源地域ビジョン活動のＰＲが不足している

1) 余裕を持った事前の記者発表

2) 広域的な広報活動（特に山陽側への情報発信）

3) 各機関のホームページの工夫（イベント情報等の掲載）

4) 周辺他ダムとの連携（情報発信の共有）

2. 志々地区のファン登録の仕掛け作り

1) ソーシャル・ネットワーキング・サービスの活用

3. 活動する人の組織化

1) 活動する人の確保（幅広い人材の育成）

2) 活動組織の構築

4. 活動資金の確保

1) 補助・助成事業の情報収集
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平成２４年度　志津見ダム水源地域ビジョン　推進状況のまとめ（その１）

基本方針 テーマ 分類 分類 実施時期 アクションプラン Ｈ２４実施予定内容 実施主体 課題 今後の対応

除草等の区域、時期、頻度や役割分担
の明確化

町・国 ○ 町、国間で協定書締結 ○
管理区分の明確化及び管理の継続的
な実施

○
国・県の管理協定が未締結
協定の継続性、協定区域外の対策が課
題

管理区分に関する協議を進める
担い手の確保育成が必要

Ｐ１

生活拠点施設～うぐいす茶屋間での神
戸川流域住民の参加を得た、草刈やゴミ
拾いなと゜の景観保全活動の実施

町 ○ 年２回実施した。 ○ 景観が維持されている。 ○
参加人数の減少
範囲の拡大

志々地区や下流住民および企業CSR
通じた参加者の拡大

Ｐ１

（追加）企業ＣＳＲの実施 町 ◎
モミジ祭にあわせ周辺の草刈、フラ
ワーイベント会場のゴミ拾いなど実施

○
下流域へのダムの意義について理解を
深めることができ、上下流交流のきっか
けとなる取り組みである。

○
活動に対する報道が無かった
活動の継続性

有効的な情報発信
参加者へのメリットを検討

Ｐ１

（追加）道路管理者による管理の重点化 県 ◎
除草および張コンクリートの実施
除草の回数が年３回となり１回増えた。

○
R184の路肩部の整備（張コンクリート）
を実施したことで将来の負担軽減され
る。

○ 単年ではなく継続的な実施が必要 継続的な実施 Ｐ１

①－２ 先行① クリーンウオーク
自然環境や歴史文化の情報を提供しな
がら清掃活動

町 × （次年度以降予定） － － － －
歴史文化などの説明内容の検討、ガイド
の養成が必要

地域懇談会通じて地域のみどころ発掘 Ｐ１

①－４ 先行① 草刈り研修会
草刈り道具の使用方法や効果的な草刈
り手法を学ぶ研修会の実施

町 × （次年度以降予定） － － － － 参加者が限定される
男女ともできる研修会を実施し参加者
を増やす

Ｐ１

町有林整備の目的を明示し住民へ説明
会実施

町 △
町により町有林の現状の把握を行っ
た。

－ － － － 町有林の対する住民への周知不足
町有林整備の経緯・現状について説明
会を行う

Ｐ２

町有林整備の今後の予定と住民の整備
に関する意見集約

町 △
町により町有林の現状の把握を行っ
た。

－ － － － 景観美化、活用に関する住民意見の聴取
林道整備と調整しつつ、語る会での整
備・活用の方向性を議論する

Ｐ２

２．牧歌的な風景づくり ②－１ 中期 家畜の放牧 － － － － － － － － － －

③－１ 中期
夏の花の花壇整備による年
間を通じた花畑の創出

－ － － － － － － － － －

③－２ 中期
フラワーバレーに山野草鑑賞
エリアを整備

－ － － － － － － － － －

モミジ祭の開催にあわせたライトアップ
の実施

町 ○ １１／５からライトアップ実施 ○ △
ＰＲに工夫が必要
来場者を増やし金を落とすプランの検討
効果的な演出

広報活動の強化
照明等の増設と必要経費の確保
ライトアップ区域の拡大

Ｐ３

（追加） 志津見ダムのライトアップ 国 ○ １１／１６、１１／１７　ライトアップ実施 △
見学者
11/16　　５台
11/17　　５台

○ 見学者の拡大
広報活動の強化
紅葉のライトアップとの協力

Ｐ３

③－４ 中期 一軒一鉢運動を展開 － － － － － － － － － －

④－１ 先行④
水生生物による簡易水質調
査の実施

出前講座による簡易水質調査の実施 国 ○
神戸川小６名及び志々小１７名の生徒
による水生生物調査（志々公民館事業
と共同）

○
ダム上下流小学生の交流促進が図ら
れた

○
具体的な交流が必要
下流域の参加の割合は少なかった
学校の学習と連携していたか

一緒に遊べる時間の確保など内容の
検討
募集方法について工夫する

Ｐ４

ダムや神戸川の自然をテーマにした出
前講座の実施

× － － － － －
サヒメルの活用
公民館とのタイアップが重要
参加者を引きつける企画が必要

既存施設、既存の取り組みと連携する
方向で実施方法の検討

Ｐ５

食べられる植物観察会の実施 町 △
２～３月に食べられる植物の講座を開
催予定

－ － － －
講演会の実施後に課題の把握を行う
収益につながる仕掛けが必要

課題の把握を行った後、対応を検討する Ｐ５

④－３ 先行⑦ 山の恵み学習会
山林の保全活動や山菜の採り方、料理
方法などを学ぶ

町 × － － － － － 地域懇談会での課題を踏まえ対応する Ｐ７

④－４ 早期
水辺で遊べる場づくり（既存
施設の活用）

水辺公園エリアを利用して、川下りや水
遊び、イカダづくり、自然木による遊び場
等ができる環境を整える

国 ◎
護岸整備にあわせ周辺の整備を行う予
定

－ － － － 安全性の確保
安全な利用について広報するとともに
安全に配慮した整備・管理に努める。

⑤－１ 先行⑥ 青空市の活性化 生産から販売までの仕組みづくり 地域 △
うぐいす茶屋販売コーナーの充実
出品者募集のチラシ配布

○
売上げ前年比１１０％増
他地区からの出品があった

○
出品品目の増加（手作りの品など）
加工品の開発

運営面を充実させる Ｐ６

⑤－２ 中期 憩いの場の充実 － － － － － － － － － －

⑤－３ 中期 特産品の開発 － － － － － － － － － －

意見交換テーマの設定 町 △
８月８日地域懇談会実施（次回は冬期
開催予定）

○
住民同士が自由に意見交換できてよ
かった。

○
腹を割った意見交換ができるか課題
案は出ても「だれがどのようにやるか」で
行き詰まる

地区全員が出られる機会の創出 Ｐ７

テーマについての意見交換 町 △
８月８日地域懇談会実施（次回は冬期
開催予定）

○
住民同士が自由に意見交換できてよ
かった。

○ よいアイディアの実施方法が課題 実施方法についても議論を行う Ｐ７

⑥－２ 中期 七夕祭り － － － － － － － － － －

７．志津見湖のイメージ
アップ

⑦－１ 先行⑦ イメージキャラクターの活用
イベントポスターなどにキャラクターを活
用

町・国 ○
イベントポスター等にキャラクターを活
用

△ △
メディア等への積極的なＰＲ
活用方法を議論する

継続し広報資料等への掲載
地域懇談会で議論を行う

Ｐ７

８．自然に優しいエコ活
動

⑧－１ 中期
水源地域の自然に優しいエコ
活動の展開

－ － － － － － － － － －

助成金申請 町 ○ 過疎対策補助事業に申請 ○
資金の確保ができた
若い世代の参加が少しずつ増加

○
レシピから特産品への商品化
世代間での伝承が必要

何品目かビジネス化に向けての試みを
行っていく

Ｐ８

家庭の味祭りの開催及びレシピ集の作
成

町 ○
家庭の味祭り、レシピ集の作成（志々
公民館主催）

○ 地域の味の再発見。 ○
志々地区以外からも出席していた
のは大変良かった

後生につながるレシピにできるか 親しみやすい本を作成 Ｐ８

⑨－２ 後期 遺物の展示 － － － － － － － － － －

うぐいす茶屋等での常設展示 町 ○ 常設展示の実施 ○ 来訪者への地域文化発信 ○
民具の維持管理、防犯対策
効果的な展示方法
模造品の販売

小さな小屋程度の展示スペースの確保
説明版の設置

Ｐ９

ポピー祭り、コスモス祭りのイベント開催
時の展示

町 ○ 民具展示コーナー ○ 地域文化の再発見 ○ 効果的な展示方法（実演等） 民具の使用方法について実演を行う Ｐ９

先行①①－１

先行⑨⑨－３

先行⑧⑨－１

先行③

先行⑦⑥－１ 地域懇親会の開催

Ⅱ．自然環境の保全活用

Ⅲ．水源地域の活性化

４．神戸川エコロジカル
ネットワーク

５．神戸川「川の駅」づく
り

６．地域コミュニティー
の強化

③－３

１．水源地域の景観向
上

２．明るく元気で豊かな
ふるさとづくり

Ⅳ．地域の有する歴史文
化の継承

９．伝えようふるさとの
歴史と文化

３．四季の彩りフラワー
バレー

１．美しいふるさとづくり

Ⅰ．水源地域の景観形成

民具の展示

水源地域の満足度効果

先行⑤④－２ 自然観察会

先行②①－３ 町有林による景観美化

河川と道路の清掃活動

実施の有無及び達成度

彩りの森の紅葉をライトアップ

食文化伝承レシピの作成
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平成２４年度　志津見ダム水源地域ビジョン　推進状況のまとめ（その２）

基本方針 テーマ 分類 分類 実施時期 アクションプラン Ｈ２４実施予定内容 実施主体 課題 今後の対応

⑩－１ 中期
サインの設置による水源地域
の明示

－ － － － － － － － － －

⑩－２ 中期
草花・花木植栽による水源地
域へのゲートづくり

－ － － － － － － － － －

ポピー祭り・コスモス祭の開催 町・県・国 ○ 参加人数の増加 ○
ポピー祭り　３千人→４千人
コスモス祭り　５千人→５千人

○ 参加人数の増加を図る
イベントの広報
イベント内容の充実

Ｐ１０

ダム湖巡視船による湖面巡視体験 国 ○ 計１６０名が体験 ○
好評であり、早い時期に予約が殺到
今年度新規に実施

◎
申し込みが多く乗船できない人が発生
町民向け体験プログラムの実施
紅葉時期の実施

乗船人数の増加のための方策等を検
討
イベント以外に町民向け体験会の開催

Ｐ１０

ダム見学会（ダムの目的、構造などの説
明とダム施設見学）

国 ○ ポピー、コスモス祭計２４０名が体験 ○
コスモス祭では昨年度６０名の参加か
ら１４０名に増加

○
リピーターの確保
子どもたちにも興味深い内容。見学時間
の検討が必要

見学コースの検討
下流住民へダムの必要性の意識醸成
を図る

Ｐ１０

発電所見学会 県 ○ 企業局による見学会の実施 ○ 昨年度３０名から今年度１０４名に増加 ○ 騒音が大きく説明が聞きづらかった 説明方法の検討 Ｐ１０

治水４０年イベント 町・県・国 ○ イベント会場でのパネル展示 ○
忘れ去られそうな写真を再度見ること
は一定の成果が得られた

○
水害の恐ろしさ、治水の必要性について
理解されたかが課題

ダムの意義を知ってもらうため継続 Ｐ１０

志津見ダム水源地域ビジョンのＰＲ 町・県・国 ○ イベント会場でのパネル展示 ○ 地域の活動がＰＲできる △ 解説者の配置が必要
活動内容、効果がわかる展示方法を工
夫し引き続き展示

Ｐ１０

（追加）降雨体験装置で豪雨体験 国 ◎ 約１５０名が体験 ○
通常体験できない豪雨が体験できる
今年度コスモス祭で新規に実施

○ こどもが楽しめるイベントは必要 おもしろかったで終わっている感
Ｈ２５ポピー祭りで継続
（ゲリラ豪雨展とあわせ）

Ｐ１０

⑪－２ 後期 野外コンサート － － － － － － － － － －

⑪－３ 後期 ナイトバザール － － － － － － － － － －

⑪－４ 先行⑪ 志々ファンクラブ
飯南町に感心を持っている方の名簿を
収集

町 △
・フェイスブックの開設
・（ファンクラブ会員募集予定）

○ 志々地区の魅力発信ができた △
ファン登録のしかけづくり
魅力づくり
メニューづくり

名簿の作成につながる効果的な情報
発信について検討する

Ｐ１１

⑪－５ 早期 シンボルオブジェ作り － － － － － － － － － －

⑫－１ 先行⑩ 湖面巡視体験 ポピー・コスモス祭で巡視体験の実施 国 ○ （ポピー・コスモス祭の欄に記載） Ｐ１０

⑫－２ 先行⑫ カヌー教室（ＰＴＡ対象） 場所の検討を含めた企画・立案 町 △
今後、企画立案のための現地調査を実
施予定

－ － － －
カヌー体験の実施
協力体制の構築（美郷町）

他のイベントにあわせ開催 Ｐ１２

⑫－２ 中期 カヌー教室（一般対象） － － － － － － － － － －

⑫－３ 後期 魚釣り大会 － － － － － － － － － －

⑫－４ 中期 ラジコンボートレース大会 － － － － － － － － － －

⑬－１ 中期 手作りみどころ案内板 － － － － － － － － － －

⑬－２ 先行⑦ マップ（パンフレット）づくり 観光情報などのマップ作成 町 × － － － － － 地域懇親会からの情報収集 地域懇談会の意見を踏まえ対応 Ｐ７

⑬－３ 先行⑬ フォトコンテストの開催
ポピー祭り、コスモス祭のフォトコンテス
トに志々地区の見どころをテーマにした
内容を追加

町 ○
既存のフォトコンに新しいテーマを追加
し募集

△ 飯南町の新しい魅力発見 ○ 今年度の経過を見て判断したい
H24の実施結果を踏まえ対応
応募作品を利用した絵はがきの作成な
ど

Ｐ１３

１４．田舎ツーリズムの
展開

⑭－１ 中期 田舎体験 － － － － － － － － － －

（追加）尾原ダム地域との連携 町 ◎
イベント時、首長の交流、催しの交流等
が行われた

○
角井地区の住民が参加でき良かった
交流メリットに付いての理解が難しい

○
尾原ダムのイベントで内容とダム
の形状の違いがよくわかった

一過性なものではなく継続性を持たせた
活動

周辺地域（三瓶山）との交流が取り組
みやすい

Ｐ１４

（追加）斐伊川下流域との交流 町・国 ◎
松江市民によるモミジの植樹、ダム見
学会等の実施

○ 植樹の成果が得られた ○
一過性なものではなく継続性を持たせた
活動
流域外との交流

引き続き相互の交流を図る
モミジを通じてのファンづくり

Ｐ１４

（追加）ダム上下流小学生の交流 町・国 ◎
ダム見学、水生生物調査、さつまいも
収穫体験（２７名）等で交流が図られた

○
上下流交流とまでいかなかったが正し
い知識を学ぶ良い機会になった

○ 子ども同士の交流ができればよい 事前の日程調整の強化 Ｐ１４

先行 １年目 ◎ 追加実施項目 ○ 効果有り　　　　　（数値目標達成） ◎ 大変満足　　　（満足度90％以上）

早期 １～３年 ２項目 ○ 実施 △ 効果が薄い　　　（従前どおり） ○ 満足　　　　　　（満足度70％以上）

中期 ４～６年 △ 一部実施又は実施予定 × 効果なし　　　　　（減少） △ 普通　　　　　　（満足度50％以上）

後期 ７～１０年 ４項目 × 実施無し × 不満　　　　　　（満足度50％未満）

ポピー祭り・コスモス祭開催

Ⅵ．上下流の交流

１１．湖畔イベントの開
催

⑪－１ 先行⑩

１３．志々のみどころ紹
介

１９項目の内１５項目について着手

１５項目の内１項目について着手

Ⅴ．水源地域のピーアー
ル

３．人が集まるふるさと
づくり

中期⑮－１ 広域的な連携検討

１０．水源地域の修景

１５．他地区との連携

１２．湖面イベントの開
催

実施の有無及び達成度

※　効果、水源地域の満足度、課題、今後の対応については、「元気にする会」における議論及びアンケート結果による

凡例（実施の有無） 凡例（効果・数値目標の達成度） 凡例（満足度）

効果 水源地域の満足度
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【基本方針１：美しいふるさとづくり】  先行アクションプラン１ 
 

■アクションプラン 

先行ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ１：河川と道路の景観保全活動 
流域住民と関係機関が協働で河川内や道路沿いの景観保全活動を行う。 

 

取り組み 

内容 

（全体） 

目 的 

・水源地域の景観の保全・向上 

・清掃や除草の区域、役割分担の明確化 

・地域の連帯感の醸成 

場 所 
・フラワーバレーなどの志津見湖内及び河川内 

・国道 184 号、県道など 

内 容 

・地域の顔となる「生活拠点施設～うぐいす茶屋間」については、地域住民だけでなく神戸

川の流域住民にも参加を募り、草刈りやゴミ拾いなどの景観保全活動を行う。(既存取り組

み) 

・通常の行政所管区間の維持管理について、除草等の区域、時期、頻度や役割分担を明確化

する。（新規取り組み） 

・草刈り道具の使用方法や、効果的な草刈りの手法を学ぶことができる草刈りの研修会（イ

ベント的な要素も盛り込む）をあわせて開催し、神戸川の流域住民にも草刈りを体験して

もらう。（新規取り組み） 

・地域の自然環境や歴史文化についての情報を提供しながら清掃活動を行う『クリーンウォ

ーク』（「志々地区の歴史と伝承を巡る会」等）を企画する。（新規取り組み） 

・活動終了後は交流会を開催する。〔志学地区では、桜の苗木まわりの草刈りに広島方面から

人を集め、活動終了後、山菜採りやシシ汁、タラの芽やこごみを使った山菜弁当で交流会

を実施〕（新規取り組み） 

【参考】 
＜既存の取り組み内容＞ 

・「志々の景観を守り育てる会」による国道 184 号、一般県道佐田八神線沿道除草 
（「ハートフルしまね」として活動 年 2 回の除草、延長 6.8km、面積 13,600 ㎡） 

・フラワーバレーエリアの草刈り 
・フラワーバレーエリアの種まき 
・除草は河川管理者（県、国）および道路管理者（県、町）が行う 

＜第２回委員会での意見＞ 

・国道 184 号と主要地方道川本波多線は重点区域として草刈りを行う 

1 年目で 

取り組む 

べき事項 

①除草等の区域、時期、頻度や役割分担の明確化（維持管理協定の締結） 

②「生活拠点施設～うぐいす茶屋間」での神戸川流域住民の参加を得た、草刈りやゴミ拾いなどの景観

保全活動の実施 

実施主体 志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会 

実施項目

と 

役割分担 

実施項目 地域 流域 町 県 国 必要な支援内容 備 考 

①フラワーバレー        

維持管理協定の締結   ● ● ●   

種の購入   ●     

種まき ● ●      

除草 ● ● ● ● ●  国が町に委託 

②フラワーバレー以外        

河川区域の除草等 ●  ● ● ●   

道路区域の除草等 ● ● ● ●    

        

注 1：実施主体とは、「志津見ダム水源地域ビジョン」の推進と関係組織相互の協働・連携・支援を図る組織 
注 2：実施項目と役割分担の欄の●印は、アクションプランの推進に関わる機関。なお、推進に関わる機関および必要な支援内容

については推進段階で検討する。 
注 3：「地域」：水源地域住民・団体、「流域」：斐伊川流域などの住民・団体、「町」：飯南町、「県」：島根県、「国」：国土交通省  

 
 
 

■今年度実施内容 
①維持管理協定の締結 

１．国・町間で維持管理協定を締結（フラワーバレーエリア、神戸の森、多目的広場）H24.5.30 

・管理区分を明確化し、国から町へ維持管理（除草）を委託（フラワーバレーエリア） 

     志津見地区管理作業 概算金額 11,000 千円 H24.6.1 

 ②景観保全活動の実施 

１．生活拠点施設からうぐいす茶屋までの国道沿いの除草作業 

・実施日 平成２４年６月２日（土）、８月４日（土）、１０月上旬の３回実施 

・場 所 生活拠点施設からうぐいす茶屋までの国道沿い 

・実施主体 志々の景観を守り育てる会、島根県 

・参加者  ２５名（守り育てる会） 

・助 成  島根県ハートフルロード事業交付金（守り育てる会） 

・実施状況 写真参照     除草の状況                 除草及び張コン設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．企業ＣＳＲによる草刈、ゴミ拾い、植樹（追加） 

・実施日 平成２４年１１月３日（土） 

・場 所 うぐいす茶屋周辺 

・実施主体 斐伊川・神戸川流域における命の絆づくり推進会議 

・参加者 企業数６社 計３６名 

・助 成 過疎地域等自立活性化推進交付金（総務省） 

    ・実施状況 写真参照  CSR 開催状況                  植樹状況 

 

 

 

 

 

 

 

■実施位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯南町による一体管理 
（フラワーバレー周辺） 

（既存） 

① 維持管理協定の締結 

②-2 企業 CSR による草刈、

ゴミ広い 

②-1国道沿いの除草作業 
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【基本方針１：美しいふるさとづくり】  先行アクションプラン２ 
 

■アクションプラン 

先行ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ２：町有林による景観美化 
飯南町が進める町有林の整備に際し、広葉樹・落葉樹等の植栽に取り組む。 

 

取り組み 

内容 

（全体） 

目 的 
・水源地域の景観の保全・向上 

・水源地の体験学習林としての活用 

場 所 ・国道 184 号沿いの町有林 

内 容 

・町有林の整備を自然保護、景観保全の施策として捉え、広葉樹や紅葉する樹種を部分的に

導入する。（既存取り組み） 

・自然を体感できる林道整備や、伐採のためのチェーンソーの講習会開催なども検討する。

（新規取り組み） 

 

【参考】 
＜既存の取り組み内容＞ 

・飯南町による町有林整備（植林整備） 
・山林保全の位置づけ 
（人工林区域、体験林区域、天然林区域、学習林区域） 

1 年目で 

取り組む 

べき事項 

①町有林整備の目的を明示する志々地区住民への説明会の実施（新規取り組み） 

②町有林整備の今後の予定と志々地区住民の整備に関する意見集約（新規取り組み） 

実施主体 志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会 

実施項目

と 

役割分担 

実施項目 地域 流域 町 県 国 必要な支援内容 備 考 

企画立案 ●  ● ● ●   

地区住民説明会の実施 ●  ●     

整備に関する意見集約 ●  ●     

町有林の景観整備   ●     

取り組み後のＰＲ ●  ● ● ●   

        

        

        
注 1：実施主体とは、「志津見ダム水源地域ビジョン」の推進と関係組織相互の協働・連携・支援を図る組織 
注 2：実施項目と役割分担の欄の●印は、アクションプランの推進に関わる機関。なお、推進に関わる機関および必要な支援内容

については推進段階で検討する。 
注 3：「地域」：水源地域住民・団体、「流域」：斐伊川流域などの住民・団体、「町」：飯南町、「県」：島根県、「国」：国土交通省  
 

■今年度実施内容 
①②説明会開催と意見集約 

１．今後計画を提示予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実施位置図（「頓原町自然環境保全事業区域平面図」から作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（既存） 
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【基本方針１：美しいふるさとづくり】  先行アクションプラン３ 

 
■アクションプラン 

先行ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ３：彩りの森の紅葉をライトアップ 
既存の投光機を設置し、うぐいす茶屋周辺の彩りの森の紅葉をライトアップする。 

 

取り組み 

内容 

（全体） 

目 的 
・水源地域の景観向上 

・水源地域の新たな魅力の創出 

場 所 ・彩りの森（フラワーバレー「うぐいす茶屋」周辺のモミジ植栽地区） 

内 容 

・紅葉時期に、彩りの森の紅葉をライトアップで演出する。（新規取り組み） 

 
【参考】 
＜既存の取り組み内容＞ 

・彩りの森へのモミジの植栽 
・紅葉祭りの開催（11 月（有）志都の里、飯南町） 
・コスモス祭（10月第 2週、日曜日開催） 
 

1 年目で 

取り組む 

べき事項 

①紅葉祭りの開催にあわせたライトアップの実施（新規取り組み） 

実施主体 志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会 

実施項目

と 

役割分担 

実施項目 地域 流域 町 県 国 必要な支援内容 備 考 

ライトアップの企画 ●  ● ● ●  
うぐいす茶屋夜間営

業の依頼 

資機材の準備   ●     

投光機の設置   ●     

ライトアップの広報、ＰＲ ●  ● ● ●   

        

        

        

        

注 1：実施主体とは、「志津見ダム水源地域ビジョン」の推進と関係組織相互の協働・連携・支援を図る組織 
注 2：実施項目と役割分担の欄の●印は、アクションプランの推進に関わる機関。なお、推進に関わる機関および必要な支援内容

については推進段階で検討する。 
注 3：「地域」：水源地域住民・団体、「流域」：斐伊川流域などの住民・団体、「町」：飯南町、「県」：島根県、「国」：国土交通省  
 

 

■今年度実施内容 
①ライトアップ 

１．もみじ祭りの開催にあわせライトアップを実施 

・実施日 平成２４年１１月５日（月）～１１月２７日（火） 

・時 間    １７：３０～２１：００ 

・場 所 彩りの森（うぐいす茶屋周辺） 

・実施主体 飯南町 

・助 成 飯南町 

・実施状況 写真参照   うぐいす茶屋駐車場のモミジのライトアップ 

    ダムのライトアップ 

 

 

 

 

 

 

 

■実施位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規） 

①モミジのライトアップ 

彩りの森ライトアップにあわせ志津見ダム

においても堤体ライトアップを実施 

 

日時 平成２４年１１月９日，１０日 

    １７：３０～２０：００ 
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【基本方針１：美しいふるさとづくり】  先行アクションプラン４ 

 
■アクションプラン 

先行ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ４：水生生物による簡易水質調査の実施 
神戸川流域の子供たちによる簡易水質調査を行い、調査結果を発表する場を設けることで上

下流の交流をはかる。 

取り組み 

内容 

（全体） 

目 的 

・神戸川をとりまく自然環境の再認識 

・子供たちに対する地域の自然環境を利用した環境学習の場の提供 

・周辺整備施設の活用 

・周辺整備施設の活用 

・エコロジカル・ネットワークの形成 

場 所 ・神戸川流域 

内 容 

・上下流の子供たち（小学生）が参加する『水生生物による簡易水質調査』を出前講座で実

施する。（新規取り組み） 

・子供たちの調査の成果を発表する場を設けて神戸川の現状を知ってもらうとともに、上下

流の交流をはかる。（新規取り組み） 

 
【参考】 
＜既存の取り組み内容＞ 

・斐伊川・神戸川流域環境マップ（ＮＰＯ法人しまね体験活動支援センター主催）  

斐伊川・神戸川流域の児童、生徒による川の環境マップづくり 

（神戸川での取り組み状況） 

2011 秋  上下流の６小学校が参加（八神地区で志々小学校が調査） 

参加小学校 飯南町八神 ：志々小学校 3、4年生 

出雲市所原町：朝山小学校 3、4年生 

馬木大橋付近：神戸川小学校 4年生（下流） 

馬木大橋付近：赤名小学校、来島小学校 4 年生合同調査（下流） 

塩治町   ：塩治小学校 4 年生（下流） 

第 5回斐伊川・神戸川流域環境マップづくり成果発表会(2011．11．23) 

参加：出雲市立上津小学校、飯南町立赤名小学校、奥出雲町立高尾小学校、

古志青少年育成協議会 

 

1 年目で 

取り組む 

べき事項 

①出前講座による簡易水質調査の実施（新規取り組み） 

実施主体 志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会 

実施項目

と 

役割分担 

実施項目 地域 流域 町 県 国 必要な支援内容 備 考 

出前講座の検討 ●  ● ● ●   

参加小学校の検討 ●  ● ● ●   

教育庁との連携 ●  ● ● ●   

結果発表会の企画 ●  ● ● ●   

調査の広報、ＰＲ ●  ● ● ●  

既存調査結果のわか

りやすい表現での公

表 

斐伊川・神戸川流域環境マ

ップづくりとの連携 
● ● ● ● ●   

注 1：実施主体とは、「志津見ダム水源地域ビジョン」の推進と関係組織相互の協働・連携・支援を図る組織 
注 2：実施項目と役割分担の欄の●印は、アクションプランの推進に関わる機関。なお、推進に関わる機関および必要な支援内容

については推進段階で検討する。 
注 3：「地域」：水源地域住民・団体、「流域」：斐伊川流域などの住民・団体、「町」：飯南町、「県」：島根県、「国」：国土交通省

■今年度実施内容 
①簡易水質調査 

１．ダム上下流小学生による水生生物調査の実施 

・実施日 平成２４年８月８日（水） 

・場 所 志々小学校前川原 

・実施主体 飯南町、島根県、国土交通省、公民館 

・参加者 神戸川小学校          ６名 

             志々小学校（わらべの学校） １７名 

   ・助 成 水源地域環境活動推進業務（島根県） 

・実施状況 写真添付   
ゴビウスでの事前学習の様子          川の中での昆虫採取の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実施位置図 

 

 

 

（既存） 

①水生生物調査 

（志々小前川原） 

7



 

【基本方針１：美しいふるさとづくり】  先行アクションプラン５ 

 
■アクションプラン 

先行ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ５：自然観察会 
志々小学校で実施しているような自然観察会を、水源地域内で実施する。 

 

取り組み 

内容 

（全体） 

目 的 

・神戸川をとりまく自然環境の再認識 

・子供たちに対する地域の自然環境を利用した環境学習 

・エコロジカル・ネットワークの形成 

場 所 ・神戸川流域 

内 容 

・国土交通省の出前講座を屋外で行い、実際の環境にふれてもらう。（新規取り組み） 

・地元の小中学生等を対象とした食べられる植物観察会を実施する。植物観察から採取、調

理、食事まで一体として実施。（新規取り組み） 

 
【参考】 
＜既存の取り組み内容＞ 
・志々小学校独自の取り組みとして実施 
（H21 イベント会場で魚取り（つけばり）を実施） 
・国土交通省が実施する出前講座 

（国土交通省の職員が小中学校などに出向いて様々なテーマで総合学習的な授業を実施
するプログラム） 

・志津見ダムのモニタリングとして実施されている動植物や水質等の環境調査（クマタカ、
オオサンショウウオ等） 

 

1 年目で 

取り組む 

べき事項 

①ダムや神戸川の自然をテーマにした出前講座の実施 

②食べられる植物観察会の実施 

実施主体 志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会 

実施項目

と 

役割分担 

実施項目 地域 流域 町 県 国 必要な支援内容 備 考 

出前講座の実施 ● ● ● ● ●   

自然観察会の実施 ● ● ● ● ●   

機材の準備提供 ●  ● ● ●   

現地解説、指導 ●  ● ● ●  

例）モニタリング委員

会で協力を得ている

専門家やサヒメルの

専門家等の派遣 

観察会の広報、ＰＲ ● ● ● ● ●   

        

        

        

注 1：実施主体とは、「志津見ダム水源地域ビジョン」の推進と関係組織相互の協働・連携・支援を図る組織 
注 2：実施項目と役割分担の欄の●印は、アクションプランの推進に関わる機関。なお、推進に関わる機関および必要な支援内容

については推進段階で検討する。 
注 3：「地域」：水源地域住民・団体、「流域」：斐伊川流域などの住民・団体、「町」：飯南町、「県」：島根県、「国」：国土交通省 

 

 

 

 

■今年度実施内容 
①出前講座 

１．未実施 

 

②植物観察会 

１．観察会を計画中 

・実施予定日 平成２５年２月～３月 

・内 容 食べられる植物の講座 

 

■実施位置図 

 

 

（新規） 
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【基本方針２：明るく元気で豊かなふるさとづくり】  先行アクションプラン６  
 

■アクションプラン 

先行ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ６：青空市の活性化 
地区内の農林水産物をうぐいす茶屋などで「青空市」として販売するための仕組みをつくり、

うぐいす茶屋の集客力を高める。 

取り組み 

内容 

（全体） 

目 的 
・拠点施設としてのうぐいす茶屋の活性化 

・地区の活性化と特産品の発掘 

場 所 ・交流エリア（うぐいす茶屋周辺） 

内 容 

・地区内で生産している野菜や果物、米、きのこ、やまめなどの農林水産物をうぐいす茶屋

で「青空市」として販売するための仕組みをつくる。（新規取り組み） 

・自然農法をアピールし、地区の特産品としてのイメージをつくる。移動販売によってアピ

ールしていくことも検討する。（新規取り組み） 

 

【参考】 
＜既存の取り組み内容＞ 

・青空市の開催 
・水源地域アドバイザーによるワークショップの開催 

 

1 年目で 

取り組む 

べき事項 

①生産から販売までの仕組みづくり（新規取り組み） 

実施主体 志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会 

実施項目

と 

役割分担 

実施項目 地域 流域 町 県 国 必要な支援内容 備 考 

生産から販売までの 

仕組みづくり 
●  ● ● ●  

事例研修や勉強会、会

場の魅力向上も含む 

生産者の現状把握 ●  ●     

出品する農産物の選択 ●  ●     

農産物集荷方法の検討 ●  ●    

農産物の各戸集荷が

高齢者のみまもりに

もつながる 

集客方法の検討 ●  ●     

資金の調達手法の検討 ●  ● ● ●   

        

        
注 1：実施主体とは、「志津見ダム水源地域ビジョン」の推進と関係組織相互の協働・連携・支援を図る組織 
注 2：実施項目と役割分担の欄の●印は、アクションプランの推進に関わる機関。なお、推進に関わる機関および必要な支援内容

については推進段階で検討する。 
注 3：「地域」：水源地域住民・団体、「流域」：斐伊川流域などの住民・団体、「町」：飯南町、「県」：島根県、「国」：国土交通省 

■今年度実施内容 
 ①仕組みづくり 

１．うぐいす茶屋販売コーナーの充実 

    ・陳列棚の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    ・実施主体 地域 

    ・助 成 飯南町 

    ・成 果 売上げ前年同期 110％増 

 

■実施位置図 

（既存） 

 

①うぐいす茶屋販売

コーナー 

陳列棚 陳列棚 
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【基本方針２：明るく元気で豊かなふるさとづくり】  先行アクションプラン７ 
 

■アクションプラン 

先行ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ７：地域懇親会の開催 
地域の人々が集う場を定期的に設定し、地域に関する情報交換や意見交換を行う。 

 

取り組み 

内容 

（全体） 

目 的 

・志津見ダム水源地域ビジョンの推進に関する意見交換 

・地域コミュニティの強化 

・世代間交流 

・情報の共有と連帯感の醸成 

場 所 ・さつき会館(志々公民館)、うぐいす茶屋、ダム展望広場 

内 容 

・若者、壮年期を中心に自治区、公民館と協力して、イベントの実施にからめた開催を検討。

（新規取り組み） 

・以下の施策の具体化を意見交換テーマとしてとりあげて活動を始める。（新規取り組み） 

＜意見交換テーマ＞ 

①「山の恵みの学習」について 

山の知識が豊富な方の協力を得て、春に流域住民の参加も募り山林の保全活動
を行うとともに、山菜の生育条件や採り方、料理の仕方などを学ぶ。 

また、自然観察会や家庭の味まつりなどとのタイアップも検討する。 

②「イメージキャラクターの活用」 

既存のイメージキャラクターの活用（着ぐるみの作成など）や子供たちへのアイ

ディア募集などにより親しみやすい志津見湖のイメージを作る。 

③「マップ（パンフレット）づくり」について 

水源地域の観光情報や地元住民の自慢の場所からお勧めスポット、地域および連

携地域のイベントカレンダーまで、地域の隠れた情報を訪れた人たちに情報提供

できるマップをつくる。フォトポイントや見所、名所・旧跡もあわせて紹介する。
 
【参考】 
＜既存の取り組み内容＞ 
・志津見ダムのキャラクター くにびきくん 
・ポピー祭のキャラクター 
・コスモス祭のキャラクター 
・飯南町のキャラクター いいにゃん 
・志都の里 湖畔散策マップ 

 

1 年目で 

取り組む 

べき事項 

①意見交換テーマの設定（新規取り組み） 

②テーマについての意見交換（新規取り組み） 

実施主体 志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会 

実施項目

と 

役割分担 

実施項目 地域 流域 町 県 国 必要な支援内容 備 考 

意見交換テーマの設定 ●  ● ● ●   

意見交換と意見集約 ●  ● ● ●   

会場提供   ●     

        

        

        

注 1：実施主体とは、「志津見ダム水源地域ビジョン」の推進と関係組織相互の協働・連携・支援を図る組織 
注 2：実施項目と役割分担の欄の●印は、アクションプランの推進に関わる機関。なお、推進に関わる機関および必要な支援内容

については推進段階で検討する。 
注 3：「地域」：水源地域住民・団体、「流域」：斐伊川流域などの住民・団体、「町」：飯南町、「県」：島根県、「国」：国土交通省 

■今年度実施内容 
①、②意見交換 

１．自由な意見交換会を開催 
・実施日 平成２４年８月８日（水） 

・場 所   さつき会館 

    ・参加者   「元気にする会」 １１名 

    ・事業主体 飯南町 

    ・内 容 志々の現状について、婚活について 

            

     次回は冬期に開催予定 

（志々公民館とコラボ） 

 その他 

  意見交換テーマ（今後の取り組み） 

①山の恵み学習会 

・未実施 

 

②イメージキャラクターの活用 

・既存のキャラクターの活用（実施中の取り組み） 

      飯南町キャラクター いいにゃん  → 上下流交流で小学生に名刺を配布 

      志津見ダム くにびきくん    → ポピー祭り、コスモス祭りポスター、ダムだより等 

      ポピー祭り、コスモス祭りキャラクター → ポスターへの掲載 

 

③マップづくり 

・未実施 

 

■実施位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規） 

①、②さつき会館で意

見交換会 
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【基本方針２：明るく元気で豊かなふるさとづくり】  先行アクションプラン８ 
 

■アクションプラン 

先行ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ８：食文化伝承レシピの作成 
“食文化伝承”レシピをつくり、地域の人々に伝承する。 

 

取り組み 

内容 

（全体） 

目 的 

・地域文化の伝承 

・地域の食文化の PR 

・拠点施設としてのうぐいす茶屋の活性化 

・地区の活性化と特産品の発掘 

場 所 ・志々公民館（志々公民館）、うぐいす茶屋 

内 容 

・地区の食材を使った地元の“食文化伝承”レシピをつくる。（新規取り組み） 

・うぐいす茶屋でのメニュー化検討。（新規取り組み） 

・レシピに基づく料理教室の開催。（新規取り組み） 

 

【参考】 
＜既存の取り組み内容＞ 

・長寿社会づくりソフト事業交付金（特定事業） 申請中（地域社会振興財団） 
・志々公民館で活動中 

「家庭の味まつり」の開催、これまでの活動内容をまとめ、地域振興に活用できる写
真集の発行 

 

1 年目で 

取り組む 

べき事項 

①助成金申請（新規取り組み） 

②家庭の味まつりの開催及びレシピ集の作成（既存取り組み） 

実施主体 志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会 

実施項目

と 

役割分担 

実施項目 地域 流域 町 県 国 必要な支援内容 備 考 

助成申請 ●  ● ● ●   

家庭の味まつりの開催 ●  ●     

レシピ・写真の整理 ●  ●     

レシピのＰＲ ●  ● ● ●   

写真集の発行 ●  ●     

写真集のＰＲ ●  ● ● ●   

        

        
注 1：実施主体とは、「志津見ダム水源地域ビジョン」の推進と関係組織相互の協働・連携・支援を図る組織 
注 2：実施項目と役割分担の欄の●印は、アクションプランの推進に関わる機関。なお、推進に関わる機関および必要な支援内容

については推進段階で検討する。 
注 3：「地域」：水源地域住民・団体、「流域」：斐伊川流域などの住民・団体、「町」：飯南町、「県」：島根県、「国」：国土交通省 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今年度実施内容 
①助成金申請 

１．過疎対策補助事業の採択 

 

②家庭の味祭りの開催 

  １．味まつりの開催 

・実施日 平成２４年１２月１日（土） 

・場 所 さつき会館 

・実施主体 志々公民館、飯南町 

・参加者 出品者 ６０名 

        参加者 ８０名 

・助 成 飯南町、過疎地域等自立活性化推進交付金（総務省） 

・実施内容 講演会       講演会状況                試食会状況 

         家庭の味★試食会      

 

２．レシピ集の作成 

・飯南町９月補正で予算化 

・作成中 

 

 

 

■実施位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規） 

②さつき会館で味ま

つり開催 
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【基本方針２：明るく元気で豊かなふるさとづくり】  先行アクションプラン９ 
 

■アクションプラン 

先行ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ９：民具の展示 
地区の歴史文化や民俗をうかがい知ることができる民具を既存施設（うぐいす茶屋等）やイ

ベント時に展示する。 

取り組み 

内容 

（全体） 

目 的 
・地域の有する歴史文化の継承 

・地域の歴史文化の PR 

場 所 
・うぐいす茶屋、フラワーバレーエリア、志津見ダム管理支所、さつき会館（志々公民館）

など 

内 容 

・保管されている民具の一部をうぐいす茶屋や青空市のディスプレイに活用する。（新規取り

組み） 

・さつき会館や志津見ダム管理支所等もテーマを設定するなど展示を検討する。 

・ポピー祭、コスモス祭、志々公民館まつりなどのイベント時にも会場に展示スペースを設

けて民具が見学できるようにする。（新規取り組み） 

 

 

【参考】 
＜既存の取り組み内容＞ 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 年目で 

取り組む 

べき事項 

①うぐいす茶屋等での常設展示（新規取り組み） 

②ポピー祭、コスモス祭のイベント開催時の展示（新規取り組み） 

実施主体 志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会 

実施項目

と 

役割分担 

実施項目 地域 流域 町 県 国 必要な支援内容 備 考 

①うぐいす茶屋等 

常設展示 
       

常設展示の企画 ●  ● ● ●  
うぐいす茶屋等との

調整 

民具の搬入・設置 ●  ●     

②イベント開催時の展示 ●  ●     

 イベント展示の企画 ●  ● ● ●   

民具の搬入・設置・撤去 ●  ●     

民具の管理 ●  ●     

③民具の展示のＰＲ ●  ● ● ●   

注 1：実施主体とは、「志津見ダム水源地域ビジョン」の推進と関係組織相互の協働・連携・支援を図る組織 
注 2：実施項目と役割分担の欄の●印は、アクションプランの推進に関わる機関。なお、推進に関わる機関および必要な支援内容

については推進段階で検討する。 
注 3：「地域」：水源地域住民・団体、「流域」：斐伊川流域などの住民・団体、「町」：飯南町、「県」：島根県、「国」：国土交通省 
 

 

■今年度実施内容 
①うぐいす茶屋での常設展示 

１．常設展示 

    ・実施主体 飯南町 

    ・助 成    飯南町   常設展示の状況 

    ・実施状況 写真参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ポピー祭、コスモス祭での民具展示 

１．展示コーナーの開設 

・実施主体 飯南町 

・助 成 飯南町   展示コーナーの状況 

    ・実施状況 写真参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実施位置図 
 

 

 

（新規） 

①うぐいす茶屋での常設展示

②ポピー祭、コスモス祭で展示 
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【基本方針３：人が集まるふるさとづくり】  先行アクションプラン１０ 

 
■アクションプラン 

先行ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ 10：ポピー祭・コスモス祭開催 
これまでに開催しているポピー祭、コスモス祭を継続して開催する。 

 

取り組み 

内容 

（全体） 

目 的 
・水源地域の魅力アピール（上下流の交流の場） 

・イベントを通じた地域の活性化 

場 所 ・フラワーバレーエリア 

内 容 

・ポピー祭、コスモス祭の開催。（既存取り組み） 

・イベント開催時には、巡視船を活用した『湖面巡視体験』（新規取り組み）や、ダム見学、

発電所見学（既存取り組み）などを実施する。 

 

 

【参考】 
＜既存の取り組み内容＞ 

・ポピー祭、コスモス祭 
・イベントにあわせたフォトコンテスト 
・志津見ダム見学会 
・発電所見学会 

 

1 年目で 

取り組む 

べき事項 

①ダム湖巡視船による湖面巡視体験(新規取り組み) 

②ダム見学会「ダムの目的、構造などの説明とダム施設見学」（既存取り組み） 

③発電所見学会（既存取り組み） 

④治水４０年イベント（新規取り組み） 

⑤志津見ダム水源地域ビジョンの PR（新規取り組み） 

実施主体 志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会 

実施項目

と 

役割分担 

実施項目 地域 流域 町 県 国 必要な支援内容 備 考 

湖面巡視体験の実施   ● ● ●   

ダム見学会の実施   ● ● ●   

発電所見学会の実施   ● ● ●   

治水 40年イベントの実施   ● ● ●  パネル、模型の展示 

イベントの広報・ＰＲ ●  ● ● ●   

ビジョンのＰＲ ●  ● ● ●  パネル展示 

        

        
注 1：実施主体とは、「志津見ダム水源地域ビジョン」の推進と関係組織相互の協働・連携・支援を図る組織 
注 2：実施項目と役割分担の欄の●印は、アクションプランの推進に関わる機関。なお、推進に関わる機関および必要な支援内容

については推進段階で検討する。 
注 3：「地域」：水源地域住民・団体、「流域」：斐伊川流域などの住民・団体、「町」：飯南町、「県」：島根県、「国」：国土交通省 
 
 

 

 

 

 

 

 

■今年度実施内容 
ポピー祭り、コスモス祭で①～⑥のイベントを企画（飯南町、島根県、国土交通省） 

①ダム湖巡視船による湖面巡視体験  ②ダム見学会  １４０名の参加   ③発電所見学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ８０名の参加 

  ④治水４０年イベント      ⑤志津見ダム水源地域ビジョンの PR   ⑥追加：降雨体験（コスモス祭） 

   水害の歴史・治水対策      ビジョン策定と推進体制          １５０名の参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実施位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（既存） 

①湖面巡視体験 

②ダム見学会 

③発電所見学会 

④治水水４０年イベント 

⑤水源地域ビジョンＰＲ 

⑥追加：降雨体験 

       Ｈ２３  Ｈ２４  

ポピー祭り  3,000     4,000 

コスモス祭り  5,000     5,000 
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【基本方針３：人が集まるふるさとづくり】  先行アクションプラン１１ 

 
■アクションプラン 

先行ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ 11：志々ファンクラブ（仮称） 
クラインガルテンの会員 OB などを中心にファンクラブを結成し、情報提供や地元産品の販

売などネットワークを構築する。 

取り組み 

内容 

（全体） 

目 的 
・水源地域の魅力アピール（上下流の交流の場） 

・イベントを通じた地域の活性化 

場 所 ・水源地域 

内 容 

・クラインガルテンの会員 OB などを中心にファンクラブを結成する。（新規取り組み） 

・情報提供や地元産品の販売などネットワークを構築する。（新規取り組み） 

・ファンクラブの会員については、段階的に広域に広げていく。（新規取り組み） 

・他のファンクラブとの連携も検討する。（新規取り組み） 

 
【参考】 
＜既存の取り組み内容＞ 

なし 

 

1 年目で 

取り組む 

べき事項 

①飯南町に関心を持っている方の名簿を収集（ポピー祭やコスモス祭などのイベント時に、趣旨を説明

して名前と住所を書いてもらい、後日抽選で賞品を送るなど） 

実施主体 志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会 

実施項目

と 

役割分担 

実施項目 地域 流域 町 県 国 必要な支援内容 備 考 

志々ファンクラブの企画 ●  ● ● ●   

志々ファンクラブの結成 ●  ●     

ネットワークの構築 ●  ●     

名簿の収集 ●       

志々ファンクラブの PR ●  ● ● ●   

        

        

        
注 1：実施主体とは、「志津見ダム水源地域ビジョン」の推進と関係組織相互の協働・連携・支援を図る組織 
注 2：実施項目と役割分担の欄の●印は、アクションプランの推進に関わる機関。なお、推進に関わる機関および必要な支援内容

については推進段階で検討する。 
注 3：「地域」：水源地域住民・団体、「流域」：斐伊川流域などの住民・団体、「町」：飯南町、「県」：島根県、「国」：国土交通省 

■今年度実施内容 
①名簿収集 

１．名簿管理システムの予算化（９月補正予算） 

    ・事業主体 飯南町 

 

２．フェイスブックの開設 

・目的  志々の情報発信 

    ・事業主体 飯南町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（新規） 
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【基本方針３：人が集まるふるさとづくり】  先行アクションプラン１２ 

 
■アクションプラン 

先行ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ 12：カヌー教室 
これまでに PTA 等を対象に実施したカヌー教室を新たに開催する。 

 

取り組み 

内容 

（全体） 

目 的 

・水源地域の魅力アピール（上下流の交流の場） 

・イベントを通じた地域の活性化 

・周辺整備施設の活用 

場 所 ・フラワーバレーエリア 

内 容 

・PTA 等を対象に実施したカヌー教室を、フラワーバレーエリアで新たに開催する。（新規取

り組み） 

 

 

【参考】 
＜既存の取り組み内容＞ 

・Ｈ17～18 年の 2年ほど、志々小学校ＰＴＡを対象にプールで実施 
・美郷町カヌーの里との連携検討 

 

1 年目で 

取り組む 

べき事項 

①場所の検討を含めた企画・立案 

実施主体 志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会 

実施項目

と 

役割分担 

実施項目 地域 流域 町 県 国 必要な支援内容 備 考 

カヌー教室の企画 ●  ● ● ●   

カヌー教室の講師選定 ●  ● ● ●   

資機材調達 ●  ● ● ●   

        

        

        

        

        
注 1：実施主体とは、「志津見ダム水源地域ビジョン」の推進と関係組織相互の協働・連携・支援を図る組織 
注 2：実施項目と役割分担の欄の●印は、アクションプランの推進に関わる機関。なお、推進に関わる機関および必要な支援内容

については推進段階で検討する。 
注 3：「地域」：水源地域住民・団体、「流域」：斐伊川流域などの住民・団体、「町」：飯南町、「県」：島根県、「国」：国土交通省 

：

■今年度実施内容 
①企画、立案 

  １．今年度試験的取り組みを実施予定 

 

■実施位置図 

（新規） 
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【基本方針３：人が集まるふるさとづくり】  先行アクションプラン１３ 

 
■アクションプラン 

先行ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ 13：フォトコンテストの開催 
ポピー祭、コスモス祭で実施しているフォトコンテストに志々地区の見どころをテーマにし

た内容追加を検討する。 

取り組み 

内容 

（全体） 

目 的 
・情報発信 

・地域資源の再確認 

場 所 ・水源地域（志々地区） 

内 容 

・地区の見どころをテーマとしたフォトコンテストを開催する。 

 

 
【参考】 
＜既存の取り組み内容＞ 

・景観フォトコンテスト 
・イベントにあわせたフォトコンテスト 
・いーなんの雪携帯フォトコンテスト 

 

1 年目で 

取り組む 

べき事項 

①ポピー祭、コスモス祭のフォトコンテストに、志々地区の見どころをテーマにした内容を追加 

実施主体 志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会 

実施項目

と 

役割分担 

実施項目 地域 流域 町 県 国 必要な支援内容 備 考 

コンテストの企画 ●  ● ● ●   

コンテストの実施   ●     

コンテストの広報・PR ●  ● ● ●   

作品審査 ●  ● ● ●   

賞品準備 ●  ● ● ●  

賞品として、地域の特

産品、1日管理支所長、

巡視船乗船優待など

を検討 

        

        

        

注 1：実施主体とは、「志津見ダム水源地域ビジョン」の推進と関係組織相互の協働・連携・支援を図る組織 
注 2：実施項目と役割分担の欄の●印は、アクションプランの推進に関わる機関。なお、推進に関わる機関および必要な支援内容

については推進段階で検討する。 
注 3：「地域」：水源地域住民・団体、「流域」：斐伊川流域などの住民・団体、「町」：飯南町、「県」：島根県、「国」：国土交通省 

 

 

 

 

 

■今年度実施内容 
①フォトコンテスト 

１．イベントのフォトコンテストに「風景部門」を追加 

    ・事業主体 飯南町、島根県、国土交通省 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実施位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（既存） 

①
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催 
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【基本方針３：人が集まるふるさとづくり】  追加アクションプラン 

 
■アクションプラン 

追加 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝ：広域的な連携検討    （実施時期 中期） 
他地区との連携を検討する。   

  （既存） 

取り組み 

内容 

（全体） 

目 的 
・他地区からの立ち寄り集客 

・広域的な交流促進 

場 所 ・島根県中東部 

内 容 

・三瓶山（三瓶温泉、島根県立三瓶自然館サヒメル）や石見銀山、出雲市（佐田地区）、雲南市、

尾原ダムなど、広域的に連携した観光ルートをつくり広くＰＲする。 

 

【参考】 
   
 

 

1 年目で 

取り組む 

べき事項 

①イベントを活用した上下流交流 

実施主体 志津見ダム水源地域ビジョン推進委員会 

実施項目

と 

役割分担 

実施項目 地域 流域 町 県 国 必要な支援内容 備 考 

イベントの企画 ●  ● ● ●   

イベントの運営 ●  ● ● ●   

広報、ＰＲ   ● ● ●   

        

        

        

        

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今年度実施内容 
 ①上下流交流 

１．上下流（出雲市・飯南町）小学生の交流 

・ダム見学会（神戸川小、志々小、来島小） ６月９日（土）実施 

・水生生物調査（神戸川小、志々小）  ８月８日（水）実施 

・さつまいも収穫体験        １０月１４日（日）実施 

 

２．斐伊川流域との交流 

・植樹会（フラワーバレー）（松江市民）  １０月１４日（日）実施 

・雲南市、奥出雲町、命の絆事業    

・企業ＣＳＲ     １１月３日（土）実施 

 

３．尾原ダムとの交流 

    ・さくらおろち湖祭りへの参加       １０月２１日（日）実施 

飯南町より角井地区住民の参加 

イソガシンジャーの参加 

    ・コスモス祭りへの参加（雲南市より出店） １０月１４日（日）実施 

 

事業主体 飯南町、島根県、国土交通省 

 

 

■実施位置

①上下流交流 

・小学校の交流 

・斐伊川流域との交流 

・尾原ダムとの交流 
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